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実施すべき事業の方向性

インフォーマルサービスが脆弱であるため、
公的サービスが必要範囲を超えて提供

↓

インフォーマルサービスへの支援が効率的
（例えば、高齢者世帯のごみ出し、電球の取り替え等は地域コミュニティで解決）

↓

地域づくりの観点から

拠点の整備、コーディネーター支援等が重要
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地域力を高める具体的事例

・ 町内会、団地自治会等が、相互援助の観点から、主体的に地域見守り支
援を実践し、成功している例がある（松戸市、立川市、高浜市）。

・ 地域住民が主体的に関わることにより、「自助、共助、公助」の役割分担の
考え方が地域に浸透する。

・ 地域コミュニティの再生や支援が地域力を高めることになる。

↓ ↓ ↓

地方分権（地域重視）を進める稲城市の事例

ア 介護支援ボランティア制度
イ 住民主体の介護予防地域活動
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★東京都心の新宿から西南に約25ｋm、南多摩地区

の東端に位置しています。
★面積は 17.97ｋ㎡( 東西、南北とも約 5.3ｋm）です。

人口 ８１,１３４人

男 ４１,２５０人

女 ３９,８８６人

高齢者人口１２，５２８人

（高齢化率 １５．４％） 平成２０年４月１日現在

～稲城市～
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ア 介護支援ボランティア制度

【直面している課題】

• 団地地区を中心に、地域のコミュニティの力を高める必要が生じてきた。

• 社会参加活動への参加を望む高齢者が増えてきている。

【求められる施策】

１ 高齢者自身の介護予防につながる社会参加活動（自助）を支援すること。

２ 元気な高齢者による介護者等への支援ボランティア（共助・互助）を褒賞・奨励
すること。

３ 上記の結果、地域支援事業費、介護給付費等の費用を直接・間接的に抑制
すること（給付費等の抑制）。

【稲城市の新たな地域支援事業】

「介護支援ボランティア制度」

→ 高齢者の社会参加を支援し、介護予防の効果を期待するもの。

→ 元気な高齢者を増やす取り組み。
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• 高齢者の介護支援ボランティア活動実績等を評価したうえ
でポイントを付与し、その高齢者の申出により、そのポイント
を換金した交付金を交付する制度です。

介護支援ボランティア活動でスタンプ押印をもらう。

↓

スタンプを集めてポイントに換える。

↓

申請でポイントの交付金（5,000円）を受け取ることができる。

• 当面、稲城市では、高齢者が介護支援ボランティア活動実
績に応じて付与されたポイントを活用し、実質的な介護保険
料負担の軽減を行います。

介護支援ボランティア制度とは？
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介護支援ボランティアの登録状況等
（平成20年8月31日現在)

介護支援ボランティア登録者数 273人

最高齢93歳、90歳以上4名、要支援者４名

受け入れ機関等 15団体
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管理機関（社会福祉協議会）
介護支援

ボランティア

保険者（稲城市）

・介護支援ボランティアの登録

・評価ポイントの管理、付与等

地域支援事業交付金

稲城市介護支援ボランティア制度の実施スキーム

作成：稲城市

希望により、活動実績に
応じて評価ポイントを付与

介護支援

ボランティア活動

評価ポイント活用の申出

介護支援ボランティアポイント
転換交付金

地域支援事業（介護予防事業）

介護支援ボランティアの

受け入れ機関等


